
市議会だより　2015.12 page.18

平成27年第３回定例会　議案の概要

第３回定例会

議決した案件
●条例案…10件　●予算案…５件　●承認案…３件　●諮問…２件　●同意案…２件
●その他…８件　●委員会提出議案…１件　●請願…１件　●議長発議…１件
（●全会一致可決…24件　●賛成多数可決…８件　●否決…１件　）

Pick Up

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
始
ま
り
ま
す

　

平
成
27
年
10
月
か
ら
固
有
の
個
人
番
号
が
付
番
さ
れ
、
平
成
28
年
１
月
か
ら
の

社
会
保
障
・
税
、
災
害
対
策
の
分
野
で
の
利
用
に
向
け
、
全
国
的
に
作
業
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
関
係
す
る
条
例
を
制
定
及
び
改
正
し
ま
し
た
。

※�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
の
施
行
に
伴
い

制
定
・
改
正
す
る
条
例

議
案
第
134
号
　
東
広
島
市
行
政
手
続

に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る

た
め
の
番
号
の
利
用
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

本
市
に
お
け
る
個
人
番
号
の
利

用
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め

る
た
め
制
定
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
137
号
　
東
広
島
市
個
人
情
報

保
護
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

本
市
に
お
け
る
特
定
個
人
情
報

等
の
取
扱
い
に
関
し
必
要
な
事

項
を
定
め
る
も
の
で
す
。

議
案
第
141
号
　
東
広
島
市
手
数
料
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

新
た
に
通
知
カ
ー
ド
及
び
個
人

番
号
カ
ー
ド
の
再
交
付
手
数
料

を
定
め
る
と
と
も
に
、
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
交
付
手
数
料
を

廃
止
す
る
も
の
で
す
。

以
上
３
議
案
に
つ
い
て
賛
成
多

数
で
可
決
し
ま
し
た
。

◎マイナンバー制度とは

◎これまでとこれからのスケジュール

　マイナンバー制度は、複数の国の行政機関や地方公共団体等に存

在する個人の情報が同一人の情報であるということの確認を行うた

めのものであり、社会保障・税制度の効率性・透明性を高めるとと

もに、国民にとって利便性の高い公平・公正な社会を実現するため

の社会基盤です。

個人番号の付番と通知（平成27年10月〜）
　住民票を有する全員に、12桁の番号を付番して通知されます。

個人カードの交付（平成28年１月〜）
　申請により、顔写真付きの個人番号カードが交付されます（初回

無料）。本人確認のための身分証明書として、また、行政が提供する

サービス（e-Tax等の電子申告や各種証明書のコンビニ交付など）に

利用可能となります。

※�マイナンバー法：行政手続における特定の個人を
識別するための番号の利用等に関する法律の通称
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Select.2

Select.1
〈
議
案
第
130
号
〉

河
内
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
等
の

指
定
管
理
者
を
決
定

　

河
内
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
河
内
発
祥
園
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ポ
ー
ツ
広
場
の
指
定

管
理
者
を
河
内
小
学
校
区
の
住
民
自
治
組
織
で
あ
る
「you

愛sun

こ
う
ち
」
に
決

定
し
ま
し
た
。

〈
議
案
第
131
号
〉

志
和
流
通
団
地
の
造
成
工
事

を
行
い
ま
す

　

平
成
27
年
度
志
和
流
通
団
地
造
成
事
業
を
実
施
す
る
た
め
に
、
造
成
工
事
の
条

件
付
一
般
競
争
入
札
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
㈱
中
村
基
礎
が
落
札
し
た
の
で
契
約
を

締
結
し
ま
す
。

◎
指
定
期
間

　

平
成
27
年
11
月
１
日
か
ら

　
　

平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で

◎
施
設
概
要

　

①
河
内
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

軟
式
野
球
（
１
面
）、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
（
２
面
）、
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
（
３
面
）　

　

※
夜
間
照
明
設
備
あ
り

　

②�

河
内
発
祥
園
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ポ
ー
ツ
広
場

　
　

多
目
的
広
場

　
　
（
施
設
の
広
さ
約
４
千
㎡
）

平成27年第３回定例会　議案の概要

◎契約の内容

①工事の内容　　　開発面積：１４，８７１．17㎡
　　　　　　　　　造成面積：１４，８７１．17㎡
②契約金額　　　　１億７，５１０万４００円
③契約の相手方　　株式会社　中村基礎
④工期　　　　　　議会の議決のあった日の翌日から
　　　　　　　　　　　　　　平成28年８月31日まで

造成工事
完成予想図

◎河内市民グラウンド

河内町を流れる椋梨川に隣接
し、毎年リバーサイドフェス
ティバルの会場となっている。
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Select.4

Select.3
〈
議
案
第
136
号
〉

高
屋
町
白
市
地
区
に

東
広
島
市
白
市
交
流
会
館
を
設
置

　

白
市
地
区
の
歴
史
的
な
街
並
や
伝
統
・
文
化
を
守
り
、
将
来
に
継
承
し
て
い
く

た
め
の
活
動
の
振
興
を
図
り
、
ま
た
、
良
好
な
生
活
環
境
の
形
成
に
役
立
た
せ
る

た
め
、
東
広
島
市
白
市
交
流
会
館
を
設
置
し
ま
す
。

〈
議
案
第
138
号
〉

東
広
島
市
環
境
先
進
都
市
ビ
ジ
ョ
ン

推
進
会
議
を
設
置

　
「
東
広
島
市
環
境
先
進
都
市
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
推
進
に
関
す
る
事
項
を
審
議
す
る
た

め
の
附
属
機
関
と
し
て
、
新
た
に
東
広
島
市
環
境
先
進
都
市
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
会
議

（
15
人
以
内
）
を
設
置
し
ま
す
。

○
館
内
の
概
要

　

①
多
目
的
ス
ペ
ー
ス

　
　
　

会
議
な
ど
で
利
用
可
能

　

②
交
流
ス
ペ
ー
ス

　
　
　

�

白
市
の
町
並
み
の
写
真
や
資

料
を
展
示

　

③
公
衆
ト
イ
レ

○
開
館
時
間

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

○
使
用
料
（
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
）

　

１
時
間
当
た
り
400
円

◎
東
広
島
市
環
境
先
進
都
市

　
ビ
ジ
ョ
ン
と
は
？

　

①
目
的

　

環
境
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し

た
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築

を
、
大
学
や
試
験
研
究
機
関
、

民
間
企
業
、
住
民
自
治
協
議

会
な
ど
、
産
学
官
民
が
一
体

と
な
っ
て
推
進
す
る
。

　

②
基
本
理
念

　

人
と
自
然
と
技
術
の

　
　

く
ふ
う
に
よ
る
、

　
　
　

次
世
代
型
の
環
境
都
市

平成27年第３回定例会　議案の概要

４つの基本目標（東広島市の挑戦）

施設平面図

駐車場

駐車場

多目的スペース

交流スペース
男子便所

多目的
便所

炊事場
女子便所

１　スマートシティの構築

２　環境イノベーションによる産業の活性化

３　ひがしひろしま環境スタイルの提唱

４　ゼロエミッションシティの実現
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平成27年第３回定例会　議案の概要

Select.6

Select.5
〈
議
案
第
144
号
〉

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
２
億
₇
千
３
４
₇
万
₆
千
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の

総
額
を
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
₇
₇
₈
億
₈
千
４
₈
１
万
１
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

〈
請
願
第
１
号
〉

中
学
校
卒
業
ま
で
の
医
療
費
完
全

無
料
化
を
求
め
る
請
願
を
不
採
択

　

中
学
校
卒
業
ま
で
の
子
ど
も
の
入
院
と
通
院
に
か
か
る
費
用
の
完
全
無
料
化
を

求
め
る
も
の
で
、
１
万
４
５
３
筆
の
署
名
と
と
も
に
、「
中
学
校
卒
業
ま
で
の
医
療

費
無
料
化
を
求
め
る
会
」
が
請
願
を
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
第
２
回
定
例
会
に
お
い

て
結
論
が
出
ず
継
続
審
議
と
し
て
い
た
も
の
で
す
が
、
今
定
例
会
に
お
い
て
不
採

択
と
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

◎
歳
出
補
正
の
主
な
内
容

○�

有
害
鳥
獣
対
策
事
業
に
お
い
て
、

有
害
獣
の
利
活
用
先
進
地
視
察
に

か
か
る
費
用
や
、
有
害
鳥
獣
捕
獲

班
に
デ
ジ
タ
ル
無
線
機
と
箱
わ
な

を
配
備
す
る
た
め
の
補
助
金
等
の

増
額
（
４
４
５
万
₈
千
円
）。

○�

林
業
振
興
事
業
に
お
い
て
、
間
伐

材
等
利
用
可
能
性
調
査
業
務
や
研

修
業
務
に
係
る
経
費
を
拡
充
す
る

と
と
も
に
、
間
伐
材
等
利
用
の
実

証
実
験
を
す
る
た
め
の
機
械
を
購

入
す
る
費
用
の
増
額
（
２
千
４
２

₀
万
円
）。

○�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
開
始
に
伴

う
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
発
行
事
務

経
費
の
増
額（
₈
₆
₈
万
５
千
円
）。

○�
地
方
創
生
関
連
事
業
と
し
て
、
漁

場
環
境
整
備
事
業
に
お
い
て
、
安

芸
津
の
三
津
湾
で
の
間
伐
材
に
よ

る
簡
易
漁
礁
の
設
置
及
び
魚
類
の

蝟い
し
ゅ
う集

効
果
に
関
す
る
調
査
業
務

委
託
料
の
増
額
（
５
₇
₀
万
円
）。

◎
委
員
会
で
の
審
査
の
経
過

　

₆
月
10
日
と
22
日
の
委
員
会
に
お

い
て
は
紹
介
議
員
か
ら
の
補
足
説
明

を
受
け
、
₇
月
14
日
の
委
員
会
に
お

い
て
は
請
願
者
か
ら
直
接
聴
き
取
り

を
行
い
、
₈
月
10
日
の
委
員
会
に
お

い
て
は
執
行
部
か
ら
本
市
の
状
況
等

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
９
月
２
日

の
委
員
会
に
お
い
て
は
再
度
、
紹
介

議
員
に
出
席
を
求
め
協
議
を
行
い
、

ま
た
９
月
14
日
の
委
員
会
に
お
い
て

は
自
由
討
議
を
行
い
慎
重
に
審
査
を

行
い
ま
し
た
。

有害鳥獣捕獲用箱わな

◎
今
後
の
委
員
会
で
の
活
動

　
「
子
育
て
に
関
す
る
事
業
に
つ
い

て
」
の
所
管
事
務
調
査
を
通
し
て
、

段
階
的
な
制
度
拡
充
向
け
て
委
員
会

と
し
て
取
り
組
ん
で
行
く
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。
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平成27年第３回定例会　議案の審査経過

　

議
案
第
132
号
は
、
寺
家
地
区
産
業

団
地
の
造
成
工
事
に
伴
う
地
下
の
岩

盤
対
策
に
対
し
契
約
金
額
を
増
額
す

る
も
の
で
あ
る
が
、
広
島
県
も
手
を

●�

議
案
第
132
・
133
号（
寺
家
地
区

産
業
団
地
造
成
工
事
及
び
市
民

ホ
ー
ル
新
築
工
事
の
変
更
契
約
）

反
対

�

谷　
晴
美
議
員

き
い
も
の
が
あ
る
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入
に
つ

い
て
は
、
情
報
流
出
事
件
が
相
次
い

で
い
る
。
対
策
を
講
じ
て
い
る
と
説

明
さ
れ
た
が
、
人
間
が
運
用
す
る
以

上
、
100
％
安
全
は
あ
り
得
な
い
。
こ

れ
ま
で
制
度
導
入
に
３
千
億
円
以
上

●�

議
案
第
134
・137・
141
・144
号

　

�（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
施
行
に
伴
う
関
係

条
例
の
制
定・
改
正
及
び
補
正
予
算
）

反
対

�

谷　
晴
美
議
員

つ
け
ず
に
い
た
塩
漬
け
の
土
地
に
、

市
が
造
成
に
着
手
し
た
も
の
で
、
非

効
率
な
投
資
と
受
け
取
ら
れ
て
も
お

か
し
く
な
い
。

　

議
案
第
133
号
は
、
市
民
ホ
ー
ル
の

契
約
変
更
で
あ
る
が
、
他
の
施
設
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
も
ま
ま
な
ら
な
い
中
、

再
契
約
を
繰
り
返
し
、
増
額
す
る
こ

と
に
対
す
る
市
民
の
不
満
は
大
変
大

の
税
金
が
投
じ
ら
れ
、
維
持
管
理
費

も
多
額
に
な
っ
て
い
る
。
中
小
企
業

等
に
も
重
い
負
担
が
の
し
か
か
る
。

自
治
体
の
60
％
が
不
安
と
回
答
し
て

い
る
中
で
、
実
施
を
中
止
し
て
も
、

住
民
生
活
に
何
ら
支
障
は
な
い
。
制

度
そ
の
も
の
を
中
止
す
る
こ
と
こ
そ
、

最
も
効
率
的
な
リ
ス
ク
回
避
策
で
あ

る
と
考
え
る
。

議案の審査経過
表決が分かれた案件の表決結果

※「議」は議長、「○」は賛成、「×」は反対、「欠」は欠席、「除」は除斥になります。

本
会
議
の
討
論

議案番号▶ 議
案
第
132
号

議
案
第
133
号

議
案
第
134
号

議
案
第
135
号

議
案
第
137
号

議
案
第
141
号

議
案
第
142
号

議
案
第
144
号

請
願
第
１
号会　派　名 議　員　名

創 生 会

岩崎　和仁 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

貞岩　　敬 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

岡田　育三 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

坪井　浩一 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

北林　光昭 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

加藤　祥一 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

重森佳代子 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

池田　隆興 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

鈴木　利宏 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

威 信 会

重光　秋治 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

宮川　誠子 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

杉原　邦男 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

高橋　典弘 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

山下　　守 議 議 議 議 議 議 議 議 議

牧尾　良二 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

創 志 会

天野　正勝 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

大道　博夫 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

玉川　雅彦 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

奥谷　　求 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

公 明 党

加根　佳基 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

竹川　秀明 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

小川　宏子 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

市民クラブ

中川　　修 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

石原　賢治 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

赤木　達男 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

誠 志 会

乗越　耕司 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

中平　好昭 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

梶谷　信洋 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

日本共産党 谷　　晴美 × × × × × × × × ○

街おこしをめざす会 大谷　忠幸 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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●�

議
案
第
134
号（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
利
用
に
関
す
る
条
例
の
制
定
）

賛
成

�

宮
川　
誠
子
議
員

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
は
、
国

民
を
管
理
す
る
法
律
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
、

国
会
で
議
論
さ
れ
る
べ
き
も
の
で

あ
っ
て
、
地
方
議
会
で
云
々
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
本
議
案
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
を
制
定
し
な
け
れ
ば
、
事

務
に
不
都
合
が
生
じ
る
。

●
議
案
第
135
号

　
（
債
権
管
理
条
例
の
制
定
）

反
対

�

谷　
晴
美
議
員

　

本
件
は
、
１
年
半
前
か
ら
計
画
さ

れ
て
き
た
よ
う
だ
が
、
こ
の
た
び
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
導
入
さ
れ
る

と
、
関
連
す
る
情
報
が
収
納
部
門
に

多
く
集
ま
り
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保

護
に
重
大
な
危
険
が
及
ぶ
こ
と
も
予

想
さ
れ
る
た
め
反
対
す
る
。

●
議
案
第
135
号

　
（
債
権
管
理
条
例
の
制
定
）

賛
成

�

宮
川　
誠
子
議
員

　

こ
れ
ま
で
債
権
管
理
の
方
法
が
部

署
ご
と
で
ば
ら
ば
ら
で
あ
っ
た
も
の

を
、
一
定
の
同
じ
方
法
で
管
理
し
て

い
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
早
目

に
対
応
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
滞
納

処
理
も
早
く
な
る
と
い
う
こ
と
を
意

図
し
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
と
は
関
係
な
い
。

●�

議
案
142
号（
家
庭
的
保
育
事
業
の
運

営
等
の
基
準
を
定
め
る
条
例
の
改
正
）

反
対

�

谷　
晴
美
議
員

　

家
庭
的
保
育
事
業
に
な
か
な
か
人

材
が
集
ま
ら
な
い
た
め
、
准
看
護
師

を
加
え
よ
う
と
す
る
も
の
だ
が
、
保

育
士
と
准
看
護
師
の
専
門
的
役
割
は

違
う
。
本
市
の
乳
児
保
育
の
充
実
の

た
め
に
も
、
抜
本
的
に
保
育
所
職
員

の
雇
用
体
系
を
改
め
、
今
あ
る
施
設

の
機
能
を
強
化
す
る
こ
と
こ
そ
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
近
道
で
あ
る
こ
と
を

指
摘
し
、
反
対
と
す
る
。

●�

請
願
第
１
号（
中
学
校
卒
業
ま
で
の

医
療
費
完
全
無
料
化
を
求
め
る
請
願
）

賛
成

�

谷　
晴
美
議
員

　

本
市
は
合
併
前
ま
で
就
学
前
の
医

療
費
は
無
料
で
あ
っ
た
が
、
県
費
の

支
援
が
途
切
れ
た
以
降
は
１
回
当
り

500
円
が
生
じ
、
こ
れ
が
重
い
負
担
と

な
っ
て
い
る
。
所
得
の
格
差
が
広
が

り
、
ひ
と
り
親
家
庭
や
低
所
得
の
家

庭
へ
の
支
援
が
急
が
れ
る
。
人
口
が

急
減
し
て
い
る
自
治
体
で
は
、
財
政

力
が
小
さ
く
て
も
、
優
先
課
題
と
し

て
医
療
費
助
成
し
て
お
り
、
こ
の
度

大
崎
上
島
町
が
中
学
校
３
年
生
ま
で

補
助
を
行
う
。
１
万
筆
を
超
え
る
切

実
な
市
民
の
願
い
に
応
え
、
子
ど
も

の
医
療
費
無
料
化
へ
の
計
画
を
策
定

し
、
財
源
を
振
り
充
て
て
い
た
だ
く

よ
う
求
め
る
。

●�

請
願
第
１
号（
中
学
校
卒
業
ま
で
の

医
療
費
完
全
無
料
化
を
求
め
る
請
願
）

反
対

�

宮
川　
誠
子
議
員

　

今
、
地
方
創
生
の
中
で
、
我
が
市

も
20
万
都
市
を
目
指
し
て
、
人
口
を

増
や
し
、
移
住
を
促
進
し
て
行
こ
う

と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
や

は
り
子
育
て
世
代
を
我
が
市
に
迎
え

入
れ
る
た
め
に
、
学
校
と
医
療
は
十

分
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
の
意

味
で
も
、
中
学
校
卒
業
ま
で
の
医
療

費
助
成
の
拡
充
と
い
う
の
は
、
段
階

的
に
必
要
だ
ろ
う
と
思
う
。
た
だ
、

こ
の
請
願
は
、
完
全
無
料
化
を
求
め

て
お
り
、
１
回
500
円
の
自
己
負
担
さ

え
も
ゼ
ロ
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
請

願
の
中
身
に
な
っ
て
お
り
、
賛
成
で

き
な
い
。
大
崎
上
島
町
に
つ
い
て
も
、

医
療
費
助
成
は
中
学
校
卒
業
ま
で
拡

大
し
て
い
る
が
、
個
人
負
担
部
分
は

あ
る
。

●�

請
願
第
１
号（
中
学
校
卒
業
ま
で
の

医
療
費
完
全
無
料
化
を
求
め
る
請
願
）

賛
成

�

大
谷　
忠
幸
議
員

　

中
学
校
卒
業
ま
で
の
医
療
費
完
全

無
料
化
を
求
め
る
請
願
と
い
う
の
は
、

市
長
の
提
唱
す
る
「
日
本
一
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
う
も
の
に
対

し
て
、
ベ
ク
ト
ル
が
一
致
し
て
い
る
。

さ
ら
に
は
、
こ
の
請
願
に
対
し
て
、

１
万
人
を
超
え
る
署
名
が
あ
る
こ
と

も
極
め
て
重
く
受
け
と
め
る
べ
き
と

考
え
賛
成
す
る
。
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総
務
委
員
会

●�

同
意
案
第
₁₂₄
・
₁₂₅
号
（
固
定
資
産

　
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
）

　
　
　
　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
は
何
人
で
構
成
さ
れ
て
い

る
の
か
。

　

ま
た
、
ど
の
よ
う
に
選
任
さ
れ
て

い
る
の
か
。

　
　
　
　

委
員
会
は
₆
人
の
委
員
で

構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
一
級
建
築
士
、
土
地
家
屋

調
査
士
、
税
理
士
、
司
法
書
士
な
ど

学
識
経
験
を
有
す
る
者
の
中
か
ら
、

職
種
に
著
し
い
偏
り
が
生
じ
な
い
よ

う
に
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
て
、
選
任

し
て
い
る
。

QＡ

●
議
案
第
135
号

　
（
債
権
管
理
条
例
の
制
定
）

　
　
　
　

債
権
管
理
条
例
の
対
象
と

な
る
債
権
に
は
、
ど
の
よ
う

な
も
の
が
あ
る
の
か
。

　
　
　
　

条
例
の
対
象
と
な
る
債
権

に
は
、
水
道
料
金
や
市
営
住

宅
使
用
料
、
生
業
資
金
等
貸
付
金
な

ど
42
の
債
権
が
あ
る
。

　
　
　
　

債
権
の
性
質
が
異
な
る
も

の
を
同
じ
方
法
で
処
理
し
て

い
く
の
か
。

　
　
　
　

債
権
に
よ
っ
て
消
滅
時
効

の
期
間
は
異
な
る
も
の
の
、

債
権
管
理
に
つ
い
て
は
同
様
の
取
り

扱
い
で
あ
り
、
同
じ
方
法
に
よ
り
処

理
す
る
こ
と
に
問
題
は
な
い
。

QＡQＡ

委
員
会
審
査
概
要

●
議
案
第
137
号

　
（
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
改
正
）

　
　
　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
含
む
個

人
情
報
が
漏
れ
た
場
合
の
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

　
　
　
　

情
報
の
分
散
管
理
や
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る
専
用
回

線
の
使
用
、
や
り
取
り
す
る
情
報
は

全
て
暗
号
化
す
る
な
ど
の
対
策
を
講

じ
る
。

　
　
　
　

情
報
が
漏
え
い
し
た
場
合

の
罰
則
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
　
　
　

情
報
漏
え
い
を
抑
止
す
る

た
め
、
懲
役
や
罰
金
な
ど
の

罰
則
は
従
来
の
２
倍
～
３
倍
に
強
化

さ
れ
る
。

QＡQＡ

文
教
厚
生
委
員
会

●
議
案
第
₁₃₃
号
（
芸
術
文
化
ホ
ー
ル

　
建
設
工
事
の
変
更
契
約
）

　
　
　
　

工
事
の
ど
の
部
分
に
変
更

が
あ
っ
た
の
か
。

　
　
　
　

基
準
日
の
₇
月
か
ら
11
月

末
ま
で
の
残
工
事
費
に
対
す

る
労
務
単
価
の
上
昇
分
が
変
更
契
約

の
内
容
で
あ
る
。

QＡ

建築中の芸術文化ホール
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●
議
案
第
₁₄₂
号
（
家
庭
的
保
育
事
業

　
等
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

　
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
）

　
　
　
　

保
育
士
の
職
に
就
く
こ
と

が
で
き
る
職
員
に
准
看
護
師

を
加
え
る
こ
と
で
、
東
広
島
市
で
ど

れ
く
ら
い
保
育
士
の
増
が
見
込
ま
れ

る
か
、
見
通
し
が
あ
れ
ば
教
え
て
欲

し
い
。

　
　
　
　

准
看
護
師
を
雇
用
し
た
場

合
、
ど
の
程
度
の
効
果
が
現

わ
れ
る
か
は
、
現
時
点
で
は
数
値
的

な
も
の
は
持
っ
て
い
な
い
。
な
お
、

今
ま
で
看
護
師
や
保
健
士
に
つ
い
て

は
保
育
現
場
で
の
保
育
に
従
事
す
る

こ
と
は
可
能
で
あ
っ
た
が
、
保
育
士

以
外
の
者
の
募
集
と
い
う
の
は
積
極

的
に
は
行
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
今

回
新
た
に
准
看
護
師
が
追
加
さ
れ
た

と
い
う
こ
と
で
、
現
在
募
集
の
ほ
う

の
準
備
を
行
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

QＡ

市
民
経
済
委
員
会

●
議
案
第
₁₃₂
号
（
寺
家
地
区
産
業
団

　
地
造
成
工
事
の
変
更
契
約
）

　
　
　
　

工
事
内
容
の
変
更
が
あ
っ

た
と
の
こ
と
だ
が
、
具
体
的

内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

掘
削
工
事
に
お
い
て
、
当

初
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
等
で
掘

削
で
き
る
と
想
定
し
て
い
た
が
、
発

破
を
使
っ
て
岩
を
取
り
壊
し
て
成
形

を
す
る
と
い
う
方
法
に
変
え
ざ
る
を

得
な
く
な
っ
た
た
め
に
、
費
用
の
増

加
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。

QＡ

　
　
　
　

事
前
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査

で
の
状
況
は
ど
う
だ
っ
た
の

か
。

　
　
　
　

₈
カ
所
程
度
の
調
査
を
し

た
が
、
実
際
に
現
場
を
試
掘

す
る
と
、
硬
い
層
が
出
て
き
た
も
の

で
あ
る
。建

設
委
員
会

●
議
案
第
₁₃₆
号
（
白
市
交
流
会
館
の

　
設
置
及
び
管
理
条
例
の
制
定
）

　
　
　
　

管
理
に
つ
い
て
は
地
元
の

住
民
自
治
協
議
会
へ
任
せ
る

と
か
、
何
か
具
体
的
な
考
え
方
は

持
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

白
市
景
観
形
成
委
員
会
と

い
う
地
元
の
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
が
あ
り
、
将
来
的
に
そ
こ
へ
管

理
を
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

QＡQＡ

　
　
　
　

使
用
料
の
設
定
金
額
は
妥

当
か
。

　
　
　
　

地
域
セ
ン
タ
ー
の
会
議
室

等
を
参
考
と
し
、
１
時
間
当

た
り
400
円
と
設
定
し
て
お
り
、
妥
当

な
金
額
と
考
え
て
い
る
。

　

な
お
、
使
用
料
の
対
象
と
な
る
の

は
、
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
で
、
そ
れ
以

外
の
交
流
ス
ペ
ー
ス
（
白
市
の
町
並

み
の
写
真
や
資
料
の
展
示
室
）
及
び

ト
イ
レ
（
公
衆
ト
イ
レ
）
に
つ
い
て

は
特
に
使
用
料
は
か
か
ら
な
い
。

QＡ

寺家地区産業団地

JR西高屋駅

JR西条駅

JR山陽本線

JR白市駅

（主）東広島本郷忠海線

高屋JCT・IC

西条IC

白市交流会館

白市交流会館位置図


